
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

十津川村

交付金事業実施場所 十津川村大字猿飼

交付金事業の概要
介護老人福祉施設事業及び訪問介護事業、通所介護事業、短期入所生活介護事
業、居宅介護支援事業を行う当施設の浴槽のろ過装置を更新します。

十津川村 4,500,000 4,500,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

総事業費
6,659,400

番号 措置名 交付金事業の名称

1 福祉対策措置 高森の郷施設整備事業

1
福祉対策

措置
高森の郷施設整備事業

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

備　考



交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

100.0%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を
実施。

令和２年度

浴槽の稼働
率

開設日数÷
開設すべき
日数×100

成果実績 ％ 100.0

目標値 ％ 100.0

達成度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

事業を実施したことで、利用者が安全に入浴出来るようになりました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

事業期間の設定理由

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

【交付金事業に関係する主要政策・施策】
　第５次十津川村総合計画（平成２９年度～令和８年度）
「心身再生の郷」を目指す方向性と定め、恵まれた自然環境の中で、人間らしい
生き方を求めて、本物の自然や文化との触れ合いを通じ、村民や客人との深い交
流ができる人本位の郷づくりをめざします。
  むらづくりの分野別方針
『助けあい支えあう地域福祉の向上』地域での暮らしを支える福祉サービスの
ネットワーク化
【目標】
　浴槽が使用出来ない日を無くします（完全実施）
（現状）
　稼動すべき日数    ３６５日
　目標　稼働率１００％

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度



契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

ろ過装置整備 指名競争入札
株式会社　ウチダ
　代表取締役　内田照也

6,659,400

交付金事業の担当課室 十津川村役場　施設課

交付金充当額 4,500,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 4,500,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の評価課室 十津川村役場　財政課

令和　　年度

総事業費 6,659,400

交付金事業の総事業
費等

令和２年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和　　年度

達成度 73%

年間入浴者数

活動実績 人 4,785

活動見込 人 6,567


